
① 発表論文  （H.26.4～H.27.3）              （様式 3） 
 （1）欧文 

著者（全員）、タイトル、 雑誌名、巻、ページ（始－終）、 掲載年 
1. Yasuoka Y, Kitatoube A, Kume K, Nakashima T, Kohama Y, Kosugi M, Araki R, Matsutera R, 

Noda Y, Hattori S, Adachi H, Sasaki T, Saeki Y.: Local release of inflammatory markers in 

coronary artery associated with the development of in-stent restenosis in patients with acute 

coronary syndrome. 

Exp Clin Cardiol. Vol 20 Issue 1 pages 2549-2578 / 2014 

2. Nojima Y, Yasuoka Y, Kume K, Adachi H, Hattori S, Matsutera R, Kohama Y, Sasaki T.: 

Switching types of drug-eluting stents does not prevent repeated in-stent restenosis in patients 

with coronary drug-eluting stent restenosis. 

Coron Artery Dis. 2014 Dec; 25(8): 638-44.  

doi: 10.1097/MCA.0000000000000159. 

3. Matsutera R, Kume K, Yamato M, Noda Y, Fujita S, Iwata K, Yasuoka Y, Kaneko M, Sasaki T.: 

BioGlue® coronary embolism during open heart surgery. 

Journal of Cardiology Cases. 2014 Aug Vol 10 Issue 2 pages 78–80 

 

（2） 邦文 
    著者（全員）、タイトル、 雑誌名 、巻、ページ（始―終）、掲載年 
 



② 学会発表   （H.26.4～H.27.3）             （様式 4） 

（1） 海外 （国内開催の国際学会を含む） 
学会名、 開催時期（年、月）、場所（都市名）、演者名（全員）、演題名 
 

 （2）国内 
学会名、開催時期（年、月）、場所（都市名）、演者名（全員）、演題名 

第 43 回日本 IVR 学会総会 2014 年 6 月 奈良 

1. 小濱康明、田中佐織、山戸将司、吉尾拓郎、小杉元宏、松寺 亮、野田善樹、服部 進、

足達英悟、久米清士、野嶋祐兵、安岡良典、佐々木達哉 

経皮的冠動脈形成術後に自然発生性大腰筋内出血を合併し経皮的動脈塞栓術にて救命

しえた一例 

 

第 23 回日本心血管インターベンション治療学会学術集会 2014 年 7 月 名古屋 

2. Yasuoka Y, Kohama Y, Matsutera R, Adachi H, Kume K, Nojima Y, Sasaki T. 

Local Release of Inflammatory Markers in Coronary Artery after Everolimus-Eluting and 

Sirolimus-Eluting Stents Implantation.  (PD11-4) 

3. Nojima Y, Yasuoka Y, Kume K, Adachi H, Hattori S, Noda Y, Matsutera R, Kohama Y, Kosugi 

M, Sasaki T. 

Relationship between renal function stage and clinical outcomes after repeated percutaneous 

coronary intervention for drug eluting stents in-stent restenosis. 

4. Kume K, Yamato M, Kohama Y, Matsutera R, Adachi H, Nojima Y, Yasuoka Y, Sasaki T.  

Effect of new-onset anemia during hospital in patients with ST-segment elevation myocardial 

infarction. 

5. Adachi H, Yasuoka Y, Nojima Y, Kume K, Matsutera R, Kohama Y, Yamato M, Sasaki T. 

The SYNTAX Score as Predictor of Mortality in All Acute Coronary Syndrome Patients with 

Triple-Vessel Disease Including Cardiogenic Shock. 

6. Matsutera R, Yasuoka Y, Kume K, Adachi H, Kohama Y, Yamato M, Sasaki T. 

Relation between tip load of guidewire and the lesion-specific coronary calcium scores by 

64-slice multi-detector computed tomography.  

7. Kohama Y, Kume K, Yasuoka Y, Nojima Y, Adachi H, Noda Y, Matsutera R, Kosugi M, Yamato 

M, Sasaki T. 

Successful transcatheter embolization of psoas major muscle hematoma in a patient with acute 

coronary syndrome. 

8. Yamato M, Matsutera R, Kohama Y, Adachi H, Kume K, Nojima Y, Yasuoka Y, Sasaki T, Iwata 

K, Fujita S. 

BioGlue® coronary embolism during open heart surgery. 



 

第 62 回日本心臓病学会学術集会 2014 年 9 月 仙台 

9. 安岡良典、山戸将司、小濱康明、松寺 亮、服部 進、足達英悟、久米清士、野嶋祐兵、 

佐々木達哉 

洞機能不全症候群における MVP モードは異なる心房ぺーシング部位よりも血行動態の

点で有利である -バイオマーカーを用いた検討- 

10. 久米清士、長谷川峻、山戸将司、小濱康明、松寺 亮、足達英悟、服部 進、野嶋祐兵、

安岡良典、佐々木達哉 

Primary PCIを受けた ST上昇型急性心筋梗塞症例の退院後に心不全再入院の予測因子に

ついての検討  

11. 松寺 亮、安岡良典、久米清士、足達英悟、服部 進、小濱康明、山戸将司、長谷川峻、

佐々木達哉 

冠動脈 CT 撮影時におけるランジオロール塩酸塩増量の検討 

12. 山戸将司、安岡良典、野嶋祐兵、久米清士、足達英悟、服部 進、小濱康明、松寺 亮、

佐々木達哉 

Generator 交換後、心室 pacing 率が増加し心不全症状を呈した DDD ペースメーカ植込み

後の一例 

 

第 25 回日本心血管画像動態学会 2015 年 1 月 東京 

13. 松寺 亮、安岡良典、久米清士、足達英悟、小濱康明、山戸将司、長谷川峻、 

佐々木達哉 

慢性完全閉塞病変を通過するガイドワイヤー先端荷重と冠動脈造影 CT における石灰化

スコアとの関連性  

14. 長谷川峻、松寺 亮、安岡良典、久米清士、足達英悟、小濱康明、山戸将司、 

佐々木達哉 

比較的珍しい冠動脈起始異常の一例 

 

日本不整脈学会第 7 回植込みデバイス関連冬季大会 2015 年 2 月 東京 

15. 安岡良典、足達英悟、長谷川峻、山戸将司、小濱康明、松寺 亮、服部 進、久米清士、 

佐々木達哉、中西 健、中村貴行 

洞機能不全症候群における MVP モードは異なる心房ぺーシング部位よりも血行動態の

点で有利である -バイオマーカーを用いた検討- 

 

 

 



第 204 回日本内科学会近畿地方会 2014 年 6 月 大阪 

16. 藤崎一基、小濱康明、山戸将司、松寺 亮、服部 進、足達英悟、久米清士、野嶋祐兵、

安岡良典、佐々木達哉 

低体温により心室細動をきたし心肺停止となった症例 

 

第 118 回日本循環器学会近畿地方会 2014 年 11 月 大阪 

17. 長谷川峻、松寺 亮、安岡良典、久米清士、足達英悟、服部 進、小濱康明、山戸将司、

佐々木達哉 

比較的珍しい冠動脈起始異常の一例 



 
③ 研究会等での発表   （H.26.4～H.27.3）         （様式 5）                     
研究会名、開催時期（月、年）、場所（都市名）、演者名（全員）、演題名 
KCJL2014 2014 年 4 月 京都 

1. 経皮的冠動脈形成術後に自然発生性大腰筋内出血を合併し経皮的動脈塞栓術にて救命

しえた一例 

小濱康明、久米清士、足達英悟、野嶋祐兵、安岡良典、佐々木達哉 

 

第 8 回 MOCHOT K-SAMITO  2014 年 6 月 大阪 

2. 山戸将司 

上行大動脈人工血管置換術直後に二枝同時閉塞を来した急性心筋梗塞の一例 

低体温により心室細動をきたし心肺停止となった症例  

3. 佐々木達哉 

南の PCI  -それからの話- 

 

2014 年度阪大循環器部会 症例・プロジェクト検討会 2014 年 8 月 大阪 

4. 山戸将司、安岡良典、久米清士、足達英悟、服部 進、小濱康明、佐々木達哉 

Generator 交換後、心室 pacing 率が増加し心不全症状を呈した DDD ペースメーカ植込み

後の一例 -AV Delay Hysteresis から Safe R mode への変更後の pitfall- 

 

第 9 回 MOCHOT K-SAMITO  2014 年 12 月 大阪 

5. 安岡良典 

AF 患者の PCI を考える -当院での現状- 

 

第 5 回 Minami Osaka Co-Medical Organization 2015 年 2 月 大阪 

6. 佐々木達哉 

新規糖尿病薬の作用機序 

7. 久米清士 

新規糖尿病薬（チアゾリジン系） 
8. 松寺 亮 

新規糖尿病薬（DPP-4 阻害薬） 

9. 山戸将司 

新規糖尿病薬（SGLT2 阻害薬） 

10. 山戸将司 

スタチンで冠動脈プラークが退縮した症例 

 



④ 総説・著書数   （H.26.4～H.27.3）           （様式 6） 
（1）欧文 
著者、タイトル、編集者名、書籍名、出版社名、ページ、出版年 

1. 

↓ 

（2）邦文 
著者、タイトル、編集者名、書籍名、出版社名、ページ、出版年 

1. 佐々木達哉 

循環器疾患ディベート - Evidence and Experience Based Medicine - 

メディカルサイエンスインターナショナル社、2014 年 9 月 

2. 山戸将司、佐々木達哉 

ハートナーシング 2015 年春季増刊 

「くすりのはたらきと使用ポイントがわかる！ナース必携！循環器の薬剤ガイド 150」 

9. 硝酸薬 


